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防
災
計
画
は
、
市
域
で
発
生
す

る
災
害
に
つ
い
て
、
市
そ
の
他
の

防
災
関
係
機
関
、
関
係
団
体
お
よ

び
住
民
が
全
力
を
あ
げ
て
、
風
水

害
や
地
震
等
の
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
作
ら
れ
、
そ
の
た
め
の

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
責
任
・
業
務

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
防
災
・
減
災
意
識
の

高
揚
と
自
発
的
な
防
災
・
減
災
活

動
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
の
力
で

命
と
暮
ら
し
を
守
る
」

　

台
風
23
号
を
は
じ
め
と
す
る
過

去
の
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、「
み

ん
な
の
力
で
命
と
暮
ら
し
を
守

る
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
力
」
と
は
、
行
政

に
も
、
地
域
に
も
、
個
人
に
も
そ

れ
ぞ
れ
限
界
が
あ
る
の
で
、
災
害

へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
力
を
結
集
す
る
と
い
う
意

味
を
込
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
暮

ら
し
」
と
は
、
日
々
の
生
活
で
あ

　

災
害
時
に
交
通
が
途
絶
し
た
場

合
に
、
通
勤
・
通
学
者
な
ど
の
徒

歩
帰
宅
者
に
対
す
る
「
水
道
水
」

「
ト
イ
レ
」「
道
路
情
報
」
の
提
供

が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
外
食
事
業
者
に
は
、
次
の
ス

テ
ッ
カ
ー
が
掲
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
「
災
害
時
帰
宅

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
近
畿
一
円
で
次
の
事
業
者
と
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す（
敬
称
略
）

◇
㈱
エ
ー
エ
ム
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ピ
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ム
･
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国
分
グ
ロ
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サ
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チ
ェ
ー

ン
㈱
◇
コ
コ
ス
ト
ア
◇
サ
ー
ク
ル

K
サ
ン
ク
ス
◇
㈱
セ
ブ
ン
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イ
レ

ブ
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
◇
㈱
チ
コ
マ
ー

ト
◇
㈱
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
◇
㈱

フ
ァ
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リ
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マ
ー
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㈱
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ミ
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ス
ト
ッ
プ
㈱
◇
㈱
ロ
ー
ソ
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シリーズ『みんなの力で命と暮らしを守る
〜防災計画が目指すもの』①

豊岡市地域防災計画とは？
　豊岡市は平成16年の台風23号で甚大な災害を経験しました。あの時の教訓を
生かし、災害にひるまないまちづくりを進めるため、市が作成した地域防災計
画が目指していることについて、今月号からシリーズでお知らせします。　

《問合せ》防災課防災係

防
災
計
画
の
目
的
と
役
割

防
災
計
画
の
内
容

「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
ご
存
じ
で
す
か
？

▲10月に全戸配布した
「みんなの力で命と暮ら
しを守る（保存版）」

り
、
築
い
て
き
た
財
産
で
す
。

　

こ
れ
を
理
念
と
し
て
、
災
害
に

ひ
る
ま
な
い
豊
岡
市
を
創
り
あ
げ

る
た
め
、
基
本
的
指
針
と
し
て
次

の
3
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
災
害
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
す
る

・
災
害
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。

・
災
害
は
明
日
に
も
や
っ
て
く

る
。

・
災
害
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に

限
界
が
あ
る
。

　

と
い
う
現
実
を
見
つ
め
、
事
前

の
備
え
や
災
害
時
の
行
動
等
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

②
減
災
の
視
点
に
立
つ

　

災
害
を
防
ぎ
、
被
害
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
減
災
」
を
考
え
方
の
根
幹

と
す
る
。

③
地
域
の
力
を
蓄
え
る

　

災
害
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

態
を
想
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
住
民

一
人
ひ
と
り
、
自
治
組
織
等
が
積

極
的
に
力
を
蓄
え
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

　
「
防
災
計
画
は
、
市
や
防
災
関

係
機
関
だ
け
の
計
画
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
る

た
め
の
、
み
ん
な
の
計
画
で
す
」

　

災
害
で
は
、
公
助
・
自
助
・
共

助
が
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

自
助
を
考
え
方
の
根
幹
と
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
共
助
で
す
。
最
悪
の
事
態

を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
役
割
を

担
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
主
な
役
割
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
減
災
行
動
の
追
及
、
知
識
習
得

　
（
家
具
や
食
器
棚
等
の
転
倒
防

止
、
住
宅
の
耐
震
化
等
）

●
非
常
持
ち
出
し
品
の
常
備
（
3

日
分
の
水
や
非
常
食
、
生
活
用

品
の
備
蓄
等
）

●
自
主
防
災
組
織
の
強
化
お
よ
び

防
災
資
機
材
の
装
備
（
区
に
お

け
る
防
災
・
減
災
対
策
等
）

●
気
象
警
報
等
の
収
集
・
伝
達
、

避
難
所
運
営
、
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
（
区
対
策
本
部
等

に
お
け
る
災
害
時
の
情
報
収

集
・
伝
達
体
制
構
築
、
役
割
分

担
の
明
確
化
等
）

皆
さ
ん
に
求
め
ら
れ
る
役
割

▲災害時帰宅支援ステー
ション・ステッカー


